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会
長
あ
い
さ
つ 

自
治
組
織
連
絡
協
議
会 

 
 

 

会
長 

齋
藤 

勇
治  

伊
達
市
は
平
成
２６
年
度
に
公

民
館
が
交
流
館
に
な
り
各
地
区

(

大
字)
の
在
り
方
も
「
自
治
会
」

の
名
称
で
再
生
さ
れ
て
き
ま
し

た
。 以

来
、
自
治
組
織
連
絡
協
議
会

も
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
そ

の
方
向
性
を
探
っ
て
参
り
ま
し

た
。 各

地
域
の
歴
史
、
伝
統
文
化
な

ど
を
大
切
に
し
な
が
ら
新
し
い

月
舘
町
、
そ
れ
も
伊
達
市
の
中
で

存
在
感
の
あ
る
町
を
め
ざ
し
て

進
ん
で
お
り
ま
す
。 

そ
の
一
端
と
し
て
こ
の
度
、
情

報
交
換
と
共
通
認
識
・
共
通
課
題

へ
の
意
見
の
集
約
と
調
整
な
ど

こ
の
情
報
紙
に
よ
っ
て
望
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

等
を
具
現
化
す
る
た
め
に
。 

時
は
い
ま
、
平
成
か
ら
令
和
に

改
元
に
な
り
、
小
中
一
貫
校
「
月

舘
学
園
」
が
来
年
開
校
さ
れ
ま
す
。 

新
し
い
歴
史
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
こ
の
時
期
に
発
行
で

き
る
こ
と
に
喜
び
と
期
待
を
込

め
て
。 

 

自
治
組
織
の
役
割 

地
方
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
核

家
族
化
、
過
疎
化
な
ど
が
急
激
に

進
ん
で
お
り
、
年
々
地
域
の
活
力

が
失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
伊
達
市
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
り
、
特
に
中
山
間
地
域
で
は
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
豊
か

な
ふ
る
さ
と
を
取
り
戻
す
た
め

に
、
住
民
と
行
政
が
協
力
し
合
っ

て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

地
域
組
織
の
最
小
単
位
で
あ

る
行
政
区
な
ど
で
は
対
応
が
難

し
い
地
域
課
題
も
、
よ
り
大
き
な

単
位
の
組
織
で
対
応
す
る
こ
と

が
、
地
域
課
題
の
解
決
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。 

月
舘
町
で
は
、
行
政
区
だ
け
で

は
解
決
が
難
し
い
課
題
等
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
か

ら
旧
大
字
単
位
に
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
て
、
住
民
が
自
主
的
に

地
域
づ
く
り
を
行
え
る
「
新
た
な

地
域
自
治
組
織
」
を
結
成
し
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。 こ

こ
に
各
自
治
組
織
役
員
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
自
治
組
織
運
営
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

各
自
治
組
織
の
役
員
紹
介 

■
月
舘
地
域
自
治
組
織
連
絡

協
議
会 

[

会

長]
 

齋
藤 

勇
治 

[

副

会

長]
 

若
林 

三
雄 

 
 
 
 
 
 

渡
辺 

好
宏 

※
連
絡
協
議
会
は
各
自
治
組
織
の

情
報
交
換
等
を
行
い
、
地
域
振
興

の
円
滑
な
推
進
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

 

■
つ
き
だ
て
振
興
会 

[

会

長]
 

若
林 

三
雄 

[
副

会

長]
 

高
橋 

敏
明 

 
 
 
 
 
 

佐
藤 

仁
子 

[

監

事]
 

千
葉 

武
一 

 
 
 
 
 

 

斎
藤 

了
壽 

[

幹

事]
 

本
田 

知
史 

 
 
 
 
 
 

金
谷 

一 

 
 
 
 
 
 

佐
藤 

正
昭 

 
 
 
 
 
 

浦
住 

幹
夫 

 
 
 
 
 
 

菅
野 

一
郎 

 
 
 
 
 
 

高
橋 

孝
吉 

 
 
 
 
 
 

田
代 

範
彦 

 
 
 
 
 
 

髙
橋 

祐
孝 

 
 
 
 
 
 

若
林 

秀
弥 

 
 
 
 
 
 

髙
橋 

博
己 

 
 
 
 
 
 

佐
藤 

宏
明 

[

庶

務]
 

斎
藤 

昭
二 

[

会

計]
 

羽
賀 

三
智
子 

[

副
部
会
長]

 

芳
賀 

里
志 

 
 
 
 
 
 

菅
野 

勇
一 

※
部
会
長
は
副
会
長
が
兼
務 

 

■
布
川
自
治
振
興
会 

[

会

長]
 

斎
藤 

敏 

[

副

会

長]
 

浦
住 

保
和 

[

監

事]
 

斎
藤 

悦
夫 

 
 
 
 
 
 

千
葉 

康
生 

[

幹

事]
 

千
葉 

静
男 

 
 
 
 
 
 

斎
藤 

忠
治 

 
 
 
 
 
 

佐
藤 

英
吉 

 
 
 
 
 
 

斎
藤 

全
功
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本
田 

俊
弘 

 
 
 
 
 
 

中
山 

茂 

[
庶

務]
 

斎
藤 

勇
一 

[

会

計]
 

千
葉 

拓 

[

顧

問]
 

斎
藤 

亮
次 

 
 
 
 
 
 

浦
住 

昭
紘 

[

部

会

長]
 

加
藤 
喜
美 

 
 
 
 
 
 

千
葉 
勉 

中
山 

茂 

斎
藤 

正
晴 

[

副
部
会
長]

 

斎
藤 

勇
一 

 
 
 
 
 
 

斎
藤 

和
明 

本
田 

鈴
子 

 
 
 
 
 
 

相
馬 

英
一 

 

■
御
代
田
自
治
会 

[

会

長]
 

関
根 

信
富 

[

副

会

長]
 

三
浦 

八
三 

 
 
 
 
 
 

長
谷
川 

藤
吾 

[

監

事]
 

菅
野 

鉄
政 

 
 
 
 

 
 

武
藤 

隆 

[

幹

事]
 

三
森 

修
一 

 
 
 
 
 
 

菅
野 

幸
一 

 
 
 
 
 
 

菅
野 

誓
子 

 
 
 
 
 
 

森 

英
信 

 
 
 
 
 
 

堀
江 

正
之 

 
 
 
 
 
 

堀
江 

廣
美 

 
 
 
 
 
 

森 

和
章 

 
 
 
 
 
 

三
浦 

實 

斎
藤 

ヨ
リ
子 

加
藤 

敬
夫 

佐
藤 

武
雄 

佐
藤 

洋
子 

関
根 

信
江 

関
根 

み
さ 

阿
部 

千
鶴
子 

斎
藤 

照
美 

佐
藤 

利
宏 

菅
野 

義
次 

高
橋 

由
美
子 

菅
野 

英
也 

関
根 

勝
富 

菅
野 

藤
三
郎 

阿
部 

愛
子 

森 
キ
ヨ
子 

[

庶

務]
 

菅
野 

祐
一 

[

会

計]
 

佐
藤 

和
子 

[

顧

問]
 

高
木 

重
勝 

 
 
 
 
 
 

菅
野 

一
彦 

 
 
 
 
 
 

斎
藤 

幸
三 

 
 
 
 
 
 

菅
野 

康
行 

 
 
 
 
 
 

高
木 

み
ど
り 

 
 
 
 
 
 

森 

喜
早
子 

 
 
 
 
 
 

寺
島 

勇 

※
部
会
長
は
副
会
長
が
兼
務 

 

■
糠
田
地
域
振
興
会 

[

会

長]
 

斎
藤 

勇
治 

[

副

会

長]
 

伊
東 

寂
光 

 
 
 
 
 
 

佐
藤 

久
美
子 

[

監

事]
 

千
葉 

利
市 

 
 
 
 
 
 

千
葉 

幸
三 

[

幹

事]
 

佐
藤 

忠
夫 

 
 
 
 
 
 

石
田 

徳
次 

 
 
 
 
 
 

森 

勝
芳 

 
 
 
 
 
 

斎
藤 

仁
一 

 
 
 
 
 
 

斎
藤 

德
章 

 
 
 
 
 
 

斎
藤 

貞
司 

 
 
 
 
 
 

斎
藤 

昌
己 

 
 
 
 
 
 

羽
賀 

文
芳 

 
 
 
 
 
 

桑
島 

照
之 

 
 
 
 
 
 

高
橋 

彦
十 

 
 
 
 
 
 

斎
藤 

己
吉 

 
 
 
 
 
 

千
葉 

典
男 

 
 
 
 
 
 

金
子 

文
彦 

 
 
 
 
 
 

斎
藤 

正
信 

[

庶

務]
 

斎
藤 

勝
彦 

[
会

計]
 

矢
舘 

清
克 

[

副
部
会
長]

 

斎
藤 

民
行 

 
 
 
 
 
 

斎
藤 

英
明 

※
部
会
長
は
副
会
長
が
兼
務 

 

■
上
手
渡
振
興
会 

[

会

長]
 

石
河 

源
永 

[

副

会

長]
 

斎
藤 

伸
市 

 
 
 
 
 
 

佐
藤 

秀
明 

[

監

事]
 

高
橋 

良
治 

高
橋 

浩
二 

[

庶

務]
 

斎
藤 

伸
市 

[

会

計]
 

太
田 

義
彦 

[

顧

問]
 

斎
藤 

要
司 

 
 
 
 
 
 

近
野 

俊
幸 

[

部

会

長]
 

斎
藤 

光
義 

[

副
部
会
長]

 

斎
藤 

邦
夫 

 

■
下
手
渡
自
治
会 

[

会

長]
 

渡
辺 

好
宏 

[

副

会

長]
 

佐
藤 

勝
正 

 
 
 
 
 
 

佐
藤 

英
章 

[

監

事]
 

渡
辺 

信
廣 

 
 
 
 
 
 

高
木 

千
代
子 

[

幹

事]
 

長
根 

政
佳 

 
 
 
 
 
 

長
根 

正
光 

 
 
 
 
 
 

佐
藤 

忠
三 

 
 
 
 
 
 

渡
辺 

利
彦 

 
 
 
 
 
 

大
河
内 

勝
衛 

 
 
 
 
 
 

長
根 

泰
弘 

 
 
 
 
 
 

菅
野 

拓 

 
 
 
 
 
 

菅
野 

典
子 

 
 
 
 
 
 

高
木 

忠 

 
 
 
 
 
 

佐
藤 

き
よ
い 

 
 
 
 
 
 

馬
場 

幸
一 

 
 
 
 
 
 

高
木 

美
穂
子 

 
 
 
 
 
 

佐
藤 

正
克 

 
 
 
 
 
 

佐
藤 

輝
弥 

近
野 

正
蔵 

高
木 

弘
子 

大
河
内 

徹 

馬
場 

一
祐 

宮
内 

清
子 

佐
藤 

昭
夫 

長
根 

千
恵
子 

[

庶

務]
 

高
木 

幸
治 

[

会

計]
 

高
木 

淑
子 

[

副
部
会
長]

 

大
河
内 

勝
衛 

長
根 

泰
弘 

※
部
会
長
は
副
会
長
が
兼
務 

  

第
3
回
自
治
組
織
連
絡
協
議
会 

台
風
19
号
の
被
害
状
況
・
小
手
小

学
校
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
施
計
画
に

つ
い
て
月
舘
総
合
支
所
長
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
（
11
月
6
日
） 
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 ■
下
手
渡
自
治
会 

 

案
内
看
板
を
設
置 

来
て
み
て
く
な
ん
し
ょ 

 

下
手
渡
自
治
会
と
下
手
渡
天

平
陣
屋
跡
保
存
会
で
は
、
地
元
の

魅
力
発
掘
発
信
事
業
の
一
環
と

し
て
、
大
手
門
、
表
門
、
風
邪
引

き
地
蔵
の
案
内
看
板
を
そ
れ
ぞ

れ
の
ゆ
か
り
の
地
に
設
置
し
ま

し
た
。
下
手
渡
地
域
を
象
徴
す
る

下
手
渡
藩
陣
屋
跡
に
は
、
毎
年
多

く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

陣
屋
跡
に
留
ま
ら
ず
周
辺
に
も

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

の
願
い
が
こ
の
看
板
に
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

         

      

 

          

フ
ォ
ト
コ
ン
開
く 

７
月
か
ら
作
品
募
集 

 下
手
渡
自
治
会
で
は
、
令
和

2
年
11
月
、
し
も
て
ど
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
下
手

渡
地
域
内
の
写
真(

町
並
み
、
自

然
、
暮
ら
し
、
行
事
な
ど)

を
募

集
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
写
真
は
、
地
域
の
魅
力

の
再
発
見
や
新
た
な
地
域
資
源

の
発
掘
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
募
集
期
間
は
令
和
2

年
7
月
1
日
か
ら
同
年
9
月

30
日
ま
で
。
応
募
作
品
の
中
か

ら
優
秀
作
品
を
選
出
し
、
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
こ
の
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
に
当
た
り
、

伊
達
市
月
舘
総
合
支
所
並
び
に

一
般
社
団
法
人
つ
き
だ
て
振
興

公
社
か
ら
ご
後
援
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。 

            

写
真
は
下
手
渡
藩
陣
屋
「
太
鼓
櫓
」
の

跡
。
時
を
知
ら
せ
た
り
戦
い
の
合
図
の
た

め
設
け
ら
れ
た
。
現
在
も
残
っ
て
い
る
太

鼓
櫓
の
基
盤
と
な
っ
た
石
積
。
こ
こ
か
ら

下
手
渡
の
街
並
み
が
一
望
で
き
る
。
ま
た
、

小
手
姫
伝
説
で
名
高
い
女
神
山
も
望
め

る
。 

■
つ
き
だ
て
振
興
会 

 

想
い
出
の
〝
古
写
真
展
〟 
 

交
流
サ
ロ
ン
か
が
や
き
に
よ

る
「
サ
ロ
ン
合
同
七
夕
展
」
と
、

つ
き
だ
て
振
興
会
に
よ
る
「
想
い

出
の
古
写
真
展
」
が
月
舘
体
育
館

で
合
同
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
7

月
2
日
午
前
11
時
か
ら
開
会
式

が
行
わ
れ
、
交
流
サ
ロ
ン
か
が
や

き
佐
藤
仁
子
会
長
の
あ
い
さ
つ
、 

来
賓
祝
辞

に
続
き
、

カ
ラ
オ
ケ
、

舞
踊
、
み

ん
な
で
合

唱
な
ど
の

交
流
会
が

行
わ
れ
ま

し
た
。
同

会
場
に
展

示
さ
れ
た

七
夕
や
懐

か
し
い
昔

の
写
真
を

見
な
が
ら

想
い
出
に

浸
っ
て
い

ま
し
た
。 

                   

つ
き
だ
て
振
興
会
恒
例
の
ミ

ニ
運
動
会
＆
大
芋
煮
会
が
10
月

6
日
、
月
舘
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
大
勢
の
参
加
者
の
も
と
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ニ
運

動
会
で
体
を
動
か
し
た
後
は
お

い
し
い
芋
煮
を
食
べ
な
が
ら
賞

品
が
当
た
る
大
抽
選
会
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

各
自
治
会
の
活
動
報
告
・
お
知
ら
せ 

芋煮を食べながら大抽選会 お宝運び 頭に乗せて自分の陣地へ 

風邪引き地蔵案内看板 

大手門案内看板 表門案内看板 

◇◆◇第４回ミニ運動会＆大芋煮会◇◆◇ 
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■
布
川
自
治
振
興
会 

 グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
親
睦 

80
歳
も
現
役 

若
い
も
の
に

負
け
な
い
よ
！ 

  
        

6
月
9
日(

日)

、
第
44
回
布

川
地
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
月
舘
屋
内
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
心
地
よ
い
初
夏
の
風
の
中
、

57
名
が
参
加
し
、
組
対
抗
、
上

位
5
人
の
得
点
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
健
康
で
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る

素
晴
ら
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
実

感
す
る
一
日
で
し
た
。 

 

宮
城
県
村
田
町
を
視
察 

猫
神
布
川
か
ら
も
出
展 

 布
川
自
治
振
興
会
の
視
察
研

修
が
9
月
29
日(

日)

に
行
わ
れ

34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
宮
城

県
村
田
町
歴
史
み
ら
い
館
の
企

画
展
「
猫
に
お
願
い 

東
北
地
方

の
猫
神
・
猫
絵
馬
・
猫
供
養
」
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。
養
蚕
農
家

の
鼠
除
け
で
は
、
猫
の
絵
が
入
っ

た
お
札
が
各
地
か
ら
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
猫
を
神
格
化
し
て
祀

っ
た
神
社
、
猫
を
供
養
し
た
塚
や

石
碑
な
ど
が
、
特
に
福
島
・
宮

城
・
岩
手
で
多
く
見
つ
か
り
、
布

川
か
ら
も
３
匹
猫
神
、
猫
の
掛
軸

を
出
展
し
ま
し
た
。
仙
台
松
島
瑞

厳
寺
で
は
、
歴
史
と
襖
絵
・
壁

画
・
庭
園
を
視
察
し
、
十
分
に
楽

し
み
、
理
解
で
き
た
視
察
研
修
に

な
り
ま
し
た
。 

         

草
刈
奉
仕
作
業
を
実
施 

 

7
月
21
日
（
日
）
自
治
会
役

員
20
名
に
よ
り
、
布
川
地
区
か

ら
月
舘
に
通
じ
る
、
緊
急
避
難
路

林
道
三
淀
ケ
入
線
の
除
草
作
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
暑
い
中
、
ご

苦
労
様
で
し
た
。 

 ■
御
代
田
自
治
会 

 

ハ
ー
ブ
園
な
ど
を
見
学 

 

37
名
が
参
加
！ 
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月
27
日
に
御
代
田
自
治
会

で
は
、
地
域
づ
く
り
と
や
ま
ゆ
り

花
舞
四
季
会
社
の
活
動
に
資
す

る
た
め
、
福
島
市
の
「
土
湯
温
泉

観
光
協
会
」
と
猪
苗
代
町
の
「
猪

苗
代
ハ
ー
ブ
園
」
に
総
勢
37
名

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

土
湯
温
泉
観
光
協
会
で
は
、
池

田
事
務
局
長
か
ら
、
東
日
本
大
震

災
と
原
発
事
故
の
大
災
害
か
ら

復
興
に
向
け
て
様
々
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
特
に

温
泉
熱
を

活
用
し
た

発
電
事
業

の
売
電
利

益
を
住
民

に
還
元
し

て
い
る
事

業
に
つ
い
て
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
猪
苗
代
ハ
ー
ブ
園
で
は
、

広
大
な
敷
地
に
色
と
り
ど
り
の

花
が
咲
き
乱
れ
て
お
り
、
参
加
者

は
そ
の
美
し
さ
に
見
と
れ
花
の

素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
有
意
義

な
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

          ■
糠
田
地
域
振
興
会 

 

地
域
づ
く
り
団
体
へ
助

成
！ 

 

糠
田
地
域
振
興
会
で
は
、
糠
田

地
区
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ

て
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
活

動
す
る
運
営
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
糠
田
天
王
山
大
こ

ぶ
し
及
び
あ
じ
さ
い
小
径
の
環

境
整
備
事
業
、
あ
じ
さ
い
小
径
ま

つ
り
、
薬
師
盆
踊
り
大
会
、
宮
前

地
区
花
木
植
栽
事
業
へ
、
ま
た
、

新
た
な
事
業
助
成
と
し
て
、
組
内

の
道
路
沿
線
美
化
活
動
を
す
る

糠
田
２
番
組
な
か
よ
し
会
、
糠
田

４
番
組
堂
ノ
脇
し
だ
れ
桜
環
境

整
備
事
業
、
小
手
吉
祥
ま
つ
り
へ

の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。 

   

優勝 布川６番組チーム 

歴史みらい館 

あじさい小径まつり 小手吉祥まつり 薬師盆踊り大会 

猪苗代ハーブ園 

7月 13日～14 日 7月 21日 8月 12日 


